
Ｑ：『英語ノート』から『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』に改訂されましたが，

どのようなところに気をつけて利用すればよいでしょうか。

Ａ：利用の仕方は今までと変わりません。
『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』の特徴を意識して利用しましょう。
『英語ノート』が洗練されたものと考え，『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』の意図され

た特徴をおさえながら利用してみましょう。

アドバイス
コンセプトを知ることが上手に利用する近道です。
①タイトルに願いがこめられています。

小学校の外国語活動を体験する２年間で，言葉で会話することの楽しさや大切

さを感じてもらいたい。コミュニケーションの第一歩があいさつからという願い

から『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』と付けられました。つまり，より楽しいコミュ

ニケーション活動をねらいとしているのです。

②総ページ数や活動数が減りました。

総時間数が３５時間のまま，総ページ数や単元の数が減ったことで，それぞれ

の活動に十分時間をかけて取り組むことなどができるようになりました。時間配

分の弾力化が図られ，一単元の活動をより充実したものにできるようになりまし

た。

③年間指導計画や学習指導案はサポートされています。

教師用指導書に掲載されていない年間指導計画や学習指導案は，文部科学省ホ

ームページ，Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！関連資料に掲載されています。ダウンロー

ドして活用しましょう。

④デジタル教材の充実。

世界の子どもや生活の様子が収録された動画，実写版のスキット，ネイティブ

スピーカーの発音口頭モデルやカラオケバージョンのチャンツなどが映像を使っ

たものとなっており，充実が図られています。また，６００枚もの絵カードをプ

リントアウトして使用することができます。このデジタル教材を効果的に利用す

ることで，外国語活動の時間がより充実したものになるでしょう。

⑤各単元が４つの活動で構成されています。

全ての単元において，「Ｐｌａｙ」「Ｌｉｓｔｅｎ」「Ｃｈａｎｔ」「Ａｃｔｉｖ

ｉｔｙ」の４つの活動が設定されています。それぞれの活動には，外国語への慣

れ親しみや，言語や文化に関する気づきというねらいがあります。このねらいに

ポイントをあてて，活動を展開していけるとよいでしょう。

⑥中学校との連携が意識されています。

例えば，「Ｌｅｓｓｏｎ６」のアルファベット探し体験は，中学校でのアルファ

ベットの発音や綴りの学習に接続しています。また，『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』

を小学校で十分に活用しておくことが，中学校での英語学習の基礎となるのです。

『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』を教えるという気持ちではなく,

『Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！』を楽しむ気持ちで利用しましょう！


